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★オンラインの可能性～コロナ禍を乗り切るアイディア～

■失われたキャリア教育の場
コロナ禍は私たちの暮らしにさまざまな制限・制約を課しています。学校

では臨時休校に始まり、各種行事の変更や中止を余儀なくされており、中で

も高等部卒業後の進路決定に向けてなくてはならない「就業体験（施設見学、

施設体験、現場実習）」への影響は大きく、一般学級では、１・２年生の現

場実習が中止、重複障がい学級では中学部の施設見学と高等部の施設体験が

一部中止となりました。

特別支援教育におけるキャリア教育は、「実際の

体験」抜きには成立しません。ですから、学校にお
けるコロナ禍の最大の影響のひとつは、いろいろな

体験の場の消失であり、体験を通した成長の機会の

消失であり、重要課題としてのキャリア教育の場の

消失と言えると思います。

１ 授業実践紹介
高等部重複障がい学級のＺＯＯＭによる施設見学
このような状況下にはありますが、進路を考えるに当たっては、本人・家

族・担任が、進路候補となる事業所情報を詳

しく収集することが欠かせません。
そこで高等部重複障がい学級では、オンラ

イン会議ソフト「ＺＯＯＭ」を利用した、オ

ンライン型の施設見学を実施しました。

本校側では、対象生徒・家族、担任のみな

らず、下級生なども興味津々とテレビ画面を

見つめ、オンラインの先には、福岡県みやま

市にある生活介護事業所の担当者がスタンバ

イ。約３０分間の見学会でした。
「施設側のご厚意で実現しました。」

見学会の流れと本人の感想 ①参加者自己紹介 ②施設紹介・見学

③質疑応答（生徒からの質問、家族からの質問、施設からの質問）

取組を振り返って
今回の取組の成果はまさに、生徒の感想に中にはっきりと現れました。

生徒自身が「いい方法」だったと振り返っており、実際の訪問ができない状
況を、完全ではないにしても改善できたことがうかがえます。

本校では、コロナ禍で「できないづくし」の今でも「できる最善な方法」

をこれからも探し続けて参ります。

２ オンライン研修会の紹介
コロナ禍の今、私たちのさまざまな研修会や、保護者向けの勉強会なども、

実施できなくなっています。お知らせしておりますように「ＡＲＡ・ＳＨＩ

福祉就労セミナー」も、緊急事態宣言下の１、２月は中止しました。

こんな状況に負けまいと、埼玉県の特別支援学校保護者会「親父の会」主

催のオンライン研修会が企画されていますので紹介いたします。保護者の皆

様方にはとても興味のある「親亡き後問題」を取り扱う研修です。

詳しくは裏面をご覧の上、各自お申し込みください。

【開催方法】YouTube LIVE配信（参加費無料）

【開催日時】令和３年２月１３日（土）10:00～12:00

編集後記 高等部３年生では今、進路先への引き継ぎ資料（個別移行支援計画）

作成のためのミーティングの真っ最中です。本人・保護者が感じる「将来への希望

や不安」を出発点にして話し合い創り上げるこの資料は、生徒に関わる人たちすべ

てに引き継がれ、卒業後の生活や追指導の羅針盤になる重要なものです。作成に当

たっては毎年身が引き締まる思いがします。 （高等部 谷口）

「双方向のメリット。質問タイム。」
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